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こ
の
た
び
新
出
の
湖
月
堂
な
る
書
肆
の
惣
目
録
は
明
治
十
二
年
改
め
で

あ
る
が
、
内
容
は
紛
う
こ
と
な
き
旧
式
の
貸
本
目
録
で
あ
る
。
そ
こ
に
見

え
る
書
名
は
す
べ
て
旧
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
の
貸
本
目
録
は
現

在
三
点
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
駿
府
雁
金
屋
要
蔵
の
『
鳴
雁
堂
蔵
書

目
録（

（
（

』（
繁
原
央
氏
に
よ
る
と
文
化
末
年
か
ら
文
政
初
年
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
い
う
）。
次
に
姫
路
の
灰
屋
輔
二
の
『
貸
本
目
録
』（
嘉
永
四
年
改

め（
（
（

）、
最
後
に
諏
訪
の
升
屋
文
五
郎
の
（
貸
本
）『
目
録（

（
（

』（
鈴
木
俊
幸
氏

に
よ
る
と
、
安
政
四
年
か
ら
少
な
く
と
も
一
年
ほ
ど
は
経
過
し
た
後
の
作

成
と
い
う
）、
以
上
で
す
べ
て
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
、
明
治
十
二
年
十
月

改
め
で
は
あ
る
が
、
完
全
に
江
戸
期
の
内
容
の
貸
本
目
録
が
あ
ら
わ
れ
た

の
で
、
報
告
し
て
内
容
を
検
討
し
た
い
。

　

先
ず
書
誌
事
項
を
略
述
す
る
。

○�

体
裁　

横
本
（
全
丁
に
紙
継
ぎ
の
痕
跡
が
あ
る
）
一
四
、六
×
一
九
、九

糎
（
表
紙
）。
写
本
一
冊
。

○�

表
紙　

生
成
り
色
。
無
地
。「
明
治
十
二
年
／
惣
目
録
／
十
月
改
メ
」

と
縦
置
き
し
て
墨
書
（
打
ち
付
け
書
き
）。「
惣
目
録
」
の
部
分
大
書
。

題
簽
な
し
。

○
丁
数　

百
二
十
三
丁（
途
中
、部
立
て
ご
と
に
遊
紙
多
数
）。
丁
付
な
し
。

○
内
題
・
尾
題
な
し
。

○�

柱
題
は
な
い
が
、
各
部
立
て
の
そ
れ
ぞ
れ
第
一
丁
（
柱
の
上
部
）
に
薄

群
青
色
の
小
紙
片
を
貼
付
す
る
。

○
行
数　

不
定
。

○�
一
つ
書
き
で
書
名
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
筆
は
一
様
で
な
く
、
何
人
か
で

共
同
し
て
制
作
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

○
ウ
ラ
表
紙
に
「
湖
東
／
湖
月
堂
」
と
縦
置
き
し
て
墨
書
（
大
書
）。

○�

蔵
者　

拙
蔵
。

湖
月
堂
升
屋
庄
助
貸
本
目
録

―
信
州
上
諏
訪
升
屋
庄
助
『
惣
目
録
』（
明
治
十
二
年
改
め
）
―

山
　
本
　
　
　
卓
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図 1　オモテ表紙

図 2　1オ
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図 3　52オ

図 4　ウラ表紙
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本
目
録
は
分
類
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
類
で
は
最
初
は
部
立
て
の

標
題
は
な
い
が
本
朝
軍
書
の
部
に
相
当
し
『
前
々
大
平
記
』
か
ら
概
ね

時
代
順
に
配
さ
れ
『
厭
蝕
太
平
楽
記
』
ま
で
二
十
三
点
そ
の
後
遊
紙
六

丁
。
次
に
「
唐
軍
書
之
部
」
七
点
。
こ
れ
は
通
俗
も
の
で
『
通
俗
十
二
朝

軍
談
』
か
ら
『
続
三
国
志
』
ま
で
。
そ
の
後
遊
紙
八
丁
半
。
そ
し
て
「
記

録
之
部
」。
ほ
と
ん
ど
が
実
録
も
の
で
八
十
九
点
。
遊
紙
三
丁
半
。
つ
ぎ

に
「
絵
入
読
本
之
部
」。
ま
さ
に
読
本
四
十
三
点
。
遊
紙
四
丁
。
つ
ぎ
「
小

形
本
之
部
」
こ
れ
は
滑
稽
本
・
合
巻
・
人
情
本
な
ど
混
雑
六
十
七
点
。
遊

紙
二
丁
。
つ
ぎ
「
仏
書
之
部
」『
祐
天
大
僧
正
一
代
記
』
か
ら
『
小
夜
中

山
霊
鏡
（
マ
マ
）記

』
ま
で
、
通
俗
的
な
も
の
七
点
。
遊
紙
二
丁
。
つ
ぎ
「
心
学
」

『
売
卜
先
生
糠
俵
』
か
ら
『
大
学
三
綱
領
聞
書
』
ま
で
十
九
点
遊
紙
九
丁
。

都
合
二
百
五
十
五
点
。
百
二
十
六
丁
。「
惣
目
録
」
と
記
す
の
で
、
全
て

で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
一
応
同
店
貸
本
用
蔵
書
の
総
目
録
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
貸
本
屋
の
規
模
の
知
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
鳴
雁

堂
目
録
は
九
百
七
十
七
点
、
灰
屋
目
録
は
二
百
六
十
点
、
升
屋
目
録
は

二
百
二
十
七
点
。
灰
屋
や
升
屋
と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
る
。

　

本
目
録
の
印
は
「
湖
月
堂
」
で
あ
る
（
図
版
5
参
照
）。
購
入
し
た
古

書
肆
は
、
本
書
を
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
根

拠
に
鈴
木
俊
幸
氏
『
書
籍
流
通
史
料
論　

序
説
』
の
採
り
上
げ
て
お
ら
れ

る
湖
月
堂
袴
屋
栄
助
（
上
諏
訪
清
水
町
）
の
も
の
と
さ
れ
る
が
、
同
じ
湖

月
堂
な
が
ら
鈴
木
氏
該
書
の
あ
げ
て
お
ら
れ
る
印
形
と
は
書
体
が
異
な
る

点
が
気
に
か
か
る
。
本
書
に
捺
さ
れ
る
の
は
、
篆
書
体
で
湖
月
堂
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
影
印
は
楷
書
体
で
あ
る
。
又
印
形
は
鈴
木
氏
の
影

印
の
よ
う
に
小
判
型
で
は
な
く
、楕
円
形（
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
形
）で
あ
る
。

や
は
り
別
書
肆
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
す

る
と
「
湖
月
堂
」
の
印
記
で
升
屋
庄
助
も
湖
月
堂
を
称
し
て
い
る
ら
し
い
。

印
形
も
本
書
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
館
蔵
和
古
書
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
上
諏
訪
桑
原
町
の
所
付
け
も
知
れ
る
（
本
書
ウ

ラ
表
紙
の
「
湖
東
／
湖
月
郎
」
と
の
墨
書
と
も
合
致
す
る
）。
鈴
木
氏
に

よ
れ
ば
、
升
野
庄
助
は
先
ほ
ど
貸
本
『
目
録
』
を
示
し
た
升
屋
文
五
郎
と

図 5
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印
で
、
捺
印
の
な
い
も
の
は
そ
れ
以
降
に
加
わ
っ
た
も
の
か
と
も
推
量
す

る
が
、
そ
れ
で
も
、「
記
録
之
部
」
の
押
捺
の
少
な
さ
の
説
明
は
つ
か
な

い
し
各
部
立
の
不
均
衡
も
納
得
が
い
か
な
い
。
結
局
は
、
不
明
と
す
べ
き

な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
印
が
各
部
立
て
の
前
部
に
あ
り
、
捺
印
の
な
い
部

分
は
末
尾
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
捺
印
の
な
い
部
分
は
別
筆
の
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
湖
月
堂
の
印
は
改
め
印
の
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
明
治
十
二
年
十
月
の
改
め

の
後
に
、
書
き
足
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
案
と
し
て
お
考
え
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

各
部
立
の
間
に
遊
紙
が
多
数
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
目
録
は
更
に
加

筆
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
旦
製
本
後
に
各
部
立
そ

れ
ぞ
れ
の
図
書
の
現
認
・
記
述
を
始
め
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
本
書

の
綴
じ
跡
を
見
る
と
一
様
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
て
を
記
述
し
た

後
に
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
各
部
立
の
第
一
丁
の
柱
の
部

分
に
薄
群
青
色
の
小
紙
片
を
貼
付
し
て
目
次
に
替
え
て
い
る
。

　

本
目
録
の
第
一
の
特
徴
は
、
書
名
の
後
に
そ
の
作
品
の
梗
概
（
広
告
）

が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
例
に
第
一
丁
を
引
用
す
る
。

　
　
　

一　

前
々
大
平
記�

廿
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
春
山
人
橘
墩

　
　
　

�

人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
即
位
よ
り
六
十
代
醍
醐
天
皇
延
喜
年
中

深
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

　

本
書
の
印
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
本
書
の
印
は
登
録
さ
れ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
の
右
肩
に
先
の
湖
月
堂
の
印
（
朱
印
）
が
捺
さ
れ

る
。
確
認
す
る
と
、
登
録
さ
れ
て
い
る
本
朝
軍
書
二
十
三
点
の
う
ち
最
後

の
『
厭
蝕
太
平
楽
記
』
を
除
く
全
て
に
、「
唐
軍
書
之
部
」
で
は
登
録
さ

れ
て
い
る
七
点
の
う
ち
最
後
の
『
続
三
国
志
』
を
除
く
全
て
に
、「
記
録

之
部
」
で
は
登
録
さ
れ
て
い
る
八
十
九
点
の
う
ち
、
前
半
の
『
本
邦
続
々

史
記
』
か
ら
『
賊
冠
不
孝
談
』
ま
で
の
十
八
点
に
、「
絵
入
読
本
之
部
」

で
は
登
録
さ
れ
て
い
る
四
十
三
点
の
う
ち
、
前
半
の
『
忠
臣
水
滸
伝
』
か

ら
『
菅
原
実
記
』
ま
で
の
三
十
点
に
、「
小
形
本
之
部
」
は
登
録
さ
れ
て

い
る
六
十
七
点
の
う
ち
前
半
『
膝
栗
毛
』
か
ら
『
新
内
ぶ
し
／
仇
比
二
世

物
語
』
ま
で
の
四
十
点
に
、「
仏
書
之
部
」
で
は
登
録
さ
れ
て
い
る
七
点

全
て
に
、「
心
学
」
で
も
登
録
さ
れ
て
い
る
十
九
点
全
て
に
、
つ
ま
り
所

載
の
二
百
五
十
五
点
の
書
名
中
都
合
百
四
十
二
点
に
こ
の
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。「
記
録
之
部
」
で
の
捺
印
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
は
指
摘
で
き
る

だ
ろ
う
。「
記
録
之
部
」
は
い
わ
ゆ
る
実
録
も
の
が
多
く
、
公
儀
を
憚
っ

て
の
措
置
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
、
こ
の
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
作
品
で
も
大
い
に
お
上
に
対
し
て
憚
り
の
あ
る
も
の
も
多
い
。
ど
う

考
え
れ
ば
よ
い
の
か
妙
案
は
浮
か
ば
な
い
。
捺
印
の
な
い
も
の
が
各
部
立

て
の
後
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
明
治
十
二
年
十
月
現
在
の
改
め



64

ま
で
、凡
百
七
十
余
年
の
間
を
し
る
す
。
聖
武
帝
仏
法
を
帰
依
し
、

釈
の
行
基
に
仰
て
諸
国
に
国
分
寺
を
建
、南
都
に
大
仏
を
建
立
す
。

衣
通
姫
を
紀
州
に
祭
り
て
国
津
嶋
明
神
と
号
す
。
皇
大
夫
人
藤
子

玄
肪
僧
正
を
愛
し
て
藤
原
広
嗣
是
を
支
て
廃
死
し
焼
霊
雷
と
成
て

玄
肪
を
殺
す
。
光
明
皇
后
誓
願
し
て
夫
人
の
垢
を
去
る
。
孝
謙
帝

道
鏡
を
淫
寵
し
て
法
皇
と
（
１
オ
）
号
す
。
廃
帝
是
を
諫
て
配
流

せ
ら
る
。
中
条
姫
継
母
の
讒
に
よ
つ
て
捨
ら
れ
、後
に
尼
と
な
る
。

伊
治
呰
麻
呂
東
国
を
乱
る
。
家
臣
金
窪
兵
太
勇
力
を
顕
す
。
藤
原

小
黒
丸
是
を
征
す
。
坂
上
田
村
丸
鈴
鹿
山
の
悪
鬼
を
亡
す
。
小
野

篁
詩
文
の
妙
才
、
後
隠
岐
に
配
流
。
惟
喬
惟
仁
位
あ
ら
そ
ひ
。
陽

成
帝
狂
□
に
よ
つ
て
基
経
是
を
廃
去
す
。
在
原
の
業
平
伊
勢
物
語

の
事
跡
。
行
平
和
歌
に
よ
つ
て
須
磨
に
配
流
。
松
風
村
雨
が
事
。

巨
勢
金
岡
賢
聖
障
を
画
き
、
小
野
道
風
是
に
賛
す
。
融
の
大
臣
河

原
の
院
を
い
と
な
み
、
時
平
菅
公
を
讒
し
て
神
霊
大
に
花
洛
震
ふ

（
１
ウ
）
て
讒
臣
を
殺
す
。
因
て
天
満
宮
と
祀
る
。
或
は
光
源
氏

人
丸
篁
等
の
事
跡
、
其
外
君
臣
の
得
失
、
孝
子
節
婦
又
は
天
変
地

妖
寺
社
の
開
基
等
迄
を
く
わ
し
く
し
る
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
文
の
梗
概
が
付
さ
れ
る
の
は
、
本
朝
軍
書
之
部
で
は

二
十
三
点
の
う
ち
十
四
点
で
あ
る
が
、
そ
の
他
六
作
で
も
一
二
行
の
略
解

を
付
す
。
特
記
す
べ
き
は
『
真
田
三
代
記
』
で
、
実
に
十
五
丁
に
及
ぶ
。

近
隣
の
軍
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
読
者
の
関
心
が
高
く
需
要
が
多

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
唐
軍
書
之
部
」
は
七
点
中
五
点
で
長
文
の
梗
概
が

付
さ
れ
る
。「
記
録
之
部
」
八
十
九
点
の
う
ち
一
点
で
長
文
の
梗
概
を
付

し
、
三
十
八
点
で
一
二
行
の
略
解
を
付
す
。「
絵
入
読
本
之
部
」
四
十
三

点
で
は
、二
十
点
で
一
行
か
ら
八
行
ま
で
の
梗
概
を
付
す
。「
小
形
本
之
部
」

六
十
七
点
で
は
、
八
作
で
単
文
の
略
解
を
見
る
。「
仏
書
之
部
」
七
点
中

一
点
で
略
解
が
あ
る
。「
心
学
」
で
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
梗
概
（
広

告
）
か
ら
、
本
目
録
が
升
屋
の
元
帳
（
原
簿
）
で
は
な
く
、
読
者
に
升
屋

の
貸
本
を
案
内
す
る
目
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
顧
客
に
一
覧
さ
せ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
江
戸
期
の

貸
本
目
録
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
目
録
の
最
大
の
特
徴
で
あ

る
。
顧
客
尊
重
の
実
態
が
知
れ
る
面
白
い
特
徴
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
書
名
の
一
つ
書
き
の
上
方
に
○
を
記
す
こ
と
が
あ
る（
下
方
、

冊
数
の
下
に
あ
る
こ
と
も
あ
る
）。
本
朝
軍
書
之
部
で
三
例
、「
唐
軍
書
之

部
」
で
は
な
し
。「
記
録
之
部
」
で
七
例
。「
絵
入
読
本
之
部
」
で
五
例
（
た

だ
し
、
そ
の
う
ち
一
点
は
書
名
の
下
方
に
大
き
く
丸
を
付
す
）。「
小
形
本

之
部
」
で
は
十
例
。「
仏
書
之
部
」
一
例
。「
心
学
」
十
例
。
い
ず
れ
も
本

文
と
は
別
筆
。ま
た
書
名
に
傍
線
を
付
す
例
も
あ
る
。本
朝
軍
書
之
部
・「
唐

軍
書
之
部
」
な
し
。「
記
録
之
部
」
一
例
。「
絵
入
読
本
之
部
」
一
例
。「
小

形
本
之
部
」
十
四
例
。「
仏
書
之
部
」
な
し
。「
心
学
」
十
一
例
。
傍
線
に
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短
線
を
重
ね
て
抹
消
し
て
い
る
例
が
あ
る
（
図
版
６
参
照
）
が
こ
れ
は
含

ま
な
い
。こ
れ
ら
は
丸
と
傍
線
が
重
な
る
も
の
十
三
例
。「
絵
入
読
本
之
部
」

の
一
例
は
書
名
の
下
方
に
大
き
く
丸
を
し
て
、
次
の
行
に
「
う
る
」
と
記

さ
れ
て
い
る
（
図
版
7
参
照
）。

そ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
丸
と
傍
線
は
売
却
済
み
と
い
う
意
味
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か（

（
（

。

　

鳴
雁
堂
目
録
と
升
屋
文
五
郎
目
録
の
分
類
に
鑑
み
て
本
書
の
分
類
の
部

立
て
は
至
極
尤
も
な
も
の
で
あ
る
。
殊
に
升
屋
の
目
録
に
類
似
性
が
認
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
今
と
な
っ
て
は
、
灰
屋
目
録
で
私
に
述
べ
た
読
本
問

題
を
訂
正
し
た
い
。
す
な
わ
ち
拙
稿
で
大
惣
目
録
を
検
し
て
「
い
う
と
こ

ろ
の
読
本
は
、
主
と
し
て
「
判
紙
形
敵
討
絵
入
」（
第
五
冊
）
と
「
判
紙
形

絵
入
軍
書
」（
第
一
〇
冊
）
に
分
け
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
従

来
は
大
惣
に
し
か
目
録
が
残
ら
な
か
っ
た
た
め
こ
の
分
類
意
識
を
貸
本
屋

一
般
の
も
の
に
演
繹
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

図 6

図 7
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い
ま
こ
こ
に
灰
屋
目
録
に
も
類
似
の
も
の
を
認
め
う
る
の
で
、
当
時
の
貸

本
屋
一
般
の
分
類
法
と
考
え
て
よ
い
こ
と
と
な
ろ
う
」
の
部
分
は
誤
り
で

あ
る
。
本
書
の
「
絵
入
読
本
之
部
」
は
今
日
云
う
と
こ
ろ
の
読
本
そ
の
も

の
で
あ
る
。
鳴
雁
堂
目
録
や
升
屋
目
録
も
同
様
で
あ
る
。
当
時
の
貸
本
屋

一
般
の
分
類
意
識
は
こ
ち
ら
が
正
し
い
。
今
こ
こ
に
こ
れ
を
訂
正
す
る
次

第
で
あ
る
。

　

本
目
録
も
巻
頭
は（
本
朝
軍
書
）で
あ
る
。ち
な
み
に
鳴
雁
堂
目
録
で
は
、

「
通
俗
軍
書
」、灰
屋
目
録
は（
本
朝
軍
書
）、升
屋
目
録
で
は（
本
朝
）「
軍
書
」

で
あ
る
。
貸
本
屋
一
般
の
傾
向
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
貸
本
屋
で
は
な

ん
と
言
っ
て
も
「
軍
書
」
に
人
気
が
集
中
し
て
い
た
。
二
番
目
が
「
唐
軍

書
」
す
な
わ
ち
通
俗
軍
書
。
三
番
目
が
「
記
録
」
す
な
わ
ち
実
録
も
の
で

あ
る
。
こ
の
三
種
は
い
ず
れ
の
目
録
で
も
高
位
で
あ
る
。
実
録
も
の
が「
記

録
之
部
」
に
入
る
こ
と
は
、
そ
の
享
受
の
点
か
ら
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
実
録
も
の
は
「
記
録
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
一

例
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
記
録
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
今
日
と
は
異

な
る
点
は
注
意
を
要
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
貸
本
屋
で
は
軍
書
や
実
録
の

需
要
の
多
か
っ
た
こ
と
は
長
友
千
代
治
氏
は
じ
め
諸
氏
の
述
べ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る

〈
注
〉

（
1
）　

朝
比
奈
豪
氏
「
鳴
雁
堂
貸
本
書
目
に
つ
い
て
」（『
静
岡
県
立
図
書

館
協
会
会
報
』
四
号
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
）、
繁
原
央
氏
「
鳴
雁
堂

蔵
書
目
録
と
楽
山
吟
社
︱
解
題
に
か
え
て
」「
翻
刻「
鳴
雁
堂
蔵
書
目
録
」

（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
）」（
常
葉
学
園
短
期
大
学
国
文
学
会
『
常

葉
国
文
』
十
八
号
、
平
成
四
年
六
月
）。

（
2
）　

拙
稿
「
幕
末
期
姫
路
の
貸
本
屋
目
録
︱
樊
圃
堂
灰
屋
輔
二
『
貸
本

目
録
』」（
関
西
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
』
七
十
三
号
、
平
成
七
年

十
二
月
）。

（
3
）　

鈴
木
俊
幸
氏
「
信
州
諏
訪
升
屋
文
五
郎
の
貸
本
書
目
」（『
書
籍
流

通
史
料
論　

序
説
』〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
六
月
〉
所
収
）

（
4
）　

注
2
拙
稿
に
お
い
て
、
沽◯
の
印
を
売
却
可
能
の
意
味
か
と
推
察

し
た
こ
と
も
、
今
と
な
っ
て
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
沽
却
済
み
の
意
味
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

�

（
や
ま
も
と　

た
か
し
／
本
学
教
授
）


